
今日的な課題である科学的リテラシー育成のために大学が果たすべき役割について

はじめに
今日的課題として、理科の学力の低下が叫ばれ
て久しいが、教育現場の実情は、その対応に精力
を割くよりも、日々の学習指導と教育改革への対
応に追われているのが実情である。本来子どもた
ちは、実験観察やものづくり活動は好きであり、
進んで取り組む姿勢を見せてくれる。そこで、本
稿では、そんな子どもたちの科学的リテラシーの
育成のために北陸学院大学として果たすべき役割
について、試行的な取り組みの中から提言し、合
わせてその課題について考察したものである。

科学的リテラシーとは
科学的リテラシーとは PISA国際学力調査にお

いて、測定されたもので、OECDが 2000年から
3年毎に実施している国際学力調査で、測定され
る主な学力の分野、読解リテラシー、数学的リテ
ラシー、科学的リテラシーとしてあげられている
ものである。この科学的リテラシーには、三つの
側面がある。「科学的な疑問を認識すること」「現
象を科学的に説明すること」「科学的な証拠を用
いること」である。1）日本の科学的リテラシーの
水準は 2006年の調査では、15歳の生徒の「科学
的リテラシー」の総合点は、参加 57カ国中 5番
目の得点だった。能力別では、「科学的な疑問を
持つ」が 7位、「現象を科学的に説明する」が 6位、
「科学的な証拠を用いる」が 2位であった。トッ
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プは、総合点でも能力別でも、フインランドであ
った。

日本の科学的リテラシーの経年変化は
正答率が下がった 3つの問題は、すべて、論述

式の問題であった。特に「証拠と結果の解釈」科
学的知識・概念の「大気と変化」「形態と機能」
が下回った。

PISA国際学力調査結果の全体状況
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PISA調査の学力の考え方は
これは、各教科の学習内容の理解度を測るので
はなく、個々の子どもたちが、将来社会人として
直面するかもしれないさまざまな状況での問題解
決に、学習内容が活用できるように準備されてい
るかを測るのが目的である。

調査結果から見直された科学的リテラシーとは
2006年の調査は、科学的リテラシーを中心に
測定した初の調査であった。この科学的リテラシ
ーの考え方については「科学と技術に関係するさ
まざまな状況で、市民は何を知っていて、何に価
値を感じ、何ができるかが重要」という問いを起
点として、国際的に検討された結果、次のように
定義された。
①　疑問を認識し、新しい知識を獲得し、科学
的な事象を説明し、科学が関連する諸問題
についての証拠に基づいた結論を導き出す
ための科学的知識とそれを活用する力

②　人間の知識と探究の一形態として科学的な
考え方を理解する力

③　科学と技術がわれわれの物質的、知的、文
化的環境をいかに形づくっているかを認識
する力

④　思慮深い一市民として、科学的な考えを持
ち、科学が関連する諸問題に、自らすすん
で、関わる力

　
科学的リテラシーの育成のための基本的な考え方
子どもが、科学的リテラシーを身に付けるため
には、科学が好きになる環境づくりが必要である。
そのためには、子どもを取り巻く環境を見直し、
子ども自身が科学に興味関心を持てるよう配慮し
ていかなくてばならない。それは、家庭であり、
保育園、幼稚園であり学校である。またそれらを
取り巻く地域社会も大きな影響を与えるものであ
る。
また、それらのものを統合的な目で見て、政府
や自治体はより高度な視点から効果的な施策を打
ち出すことが大切である。更に大学では、先行的
実践を通して、近未来の科学的リテラシーのより
効果ある学びの理論やシステムを提案する使命が
ある。

科学的リテラシー育成システム構築に向けて次の
ような研究仮説を設けた。
仮説 1
子ども自身に直接、科学実験に触れる場を
より多く提供すれば興味・関心を持ち科学的
リテラシーの育成につながるのではないか
・　幼稚園への大学からの出前実験を通して

検証する。
・　小学校への大学からの出前実験を通して

検証する
・　大学研究室でのミニものづくり教室を通

して検証する。
・　高校への大学からの出前実験を通して検

証する。
仮説 2

保護者に科学実験の楽しさを体験していた
だけたら、子どもたちへの日々の接触の中で
母子体験活動の幅を科学の分野に広げ、子ど
もの科学的リテラシーの育成につながるので
はないか
・　幼稚園保護者へのアピールを通して検証

する
・　私立幼稚園協会への出前講座を通して検

証する。
・　小学校保護者のへの出前実験講座を通し

て検証する
仮説 3
指導者に科学実験の楽しさを実感していた
だけたら、子どもたちへの日ごろの活動や授
業の中で、活動の幅を広げ、子どもたちに科
学実験の楽しさを伝えられ、子どもの科学的
リテラシーの育成につながるのではないか。
・　先生方の授業を拝見し、楽しい理科授業

をめざした指導力向上に向けての助言を
通して検証する。

・　北陸学院大学研究室でのエコおもしろ科
学実験教室の実践を通して検証する。

仮説 4
自治体・学校・他の科学的リテラシー育成
を目指す諸機関・団体との連携・協力活動が
子どもたちの科学的リテラシーの育成につな
がるのではないか。

87



北陸学院大学・北陸学院大学短期大学部研究紀要　第１号

・　金沢子ども科学財団との連携を通して検
証する。

・　北陸学院サテライト館への参加を通して
検証する。

仮説 5
子ども、保護者、教師、地域が一体となり、
働きかけをし、有機的につながり、次の世代
を育てる指導者の育成にもつながるシステム
の構築が科学的リテラシーの育成につながる
のではないか。
・　仮説 1から仮説 5を通して検証する。

仮説 1の内容と具体的な取り組み及び
　その成果と課題
子ども自身により多く科学実験を体験する
場を提供すれば、興味・関心を持ち、科学的
リテラシーの育成につながるのではないか。

この仮説の基に、本年 4年制大学の発足を
機会に、付属幼稚園に出前実験の実施を提案
し、快く了承されたので、第一幼稚園と扇が
丘幼稚園に出向くこととなった。以下にその
具体的な内容を述べる。

具体的活動 1「幼稚園での科学遊びを通して」
活動場所と活動内容とねらい
北陸学院幼稚園プレーデー

2008.  5. 17  実施
北陸学院扇が丘幼稚園自由登園日　

2008. 6. 21  実施
北陸学院第一幼稚園自由登園日　

2008.  7.  5  実施
これらの活動に参加させていただいた目的
は、幼稚園の子どもたちに、バブルロケット、
かさ袋ロケット、長いゴム風船ロケット、水
ロケットづくりなどを通して、科学遊びの楽
しさを味わってもらうことであった。
二つ目のねらいは、将来教職を目指す学生
たちに、ものづくりの楽しさと子どもとのふ
れあいの楽しさを体験してもらい指導者とな
る自覚を持ってもらうことであった。
三つ目のねらいは、保護者や地域の方々に、
科学遊びの楽しさと大切さを実感していただ

き ,科学的リテラシー育成の必要性に気付き
理解していただくことであった。

　成果と課題
当日は、いくつかのコーナーが設置されて
いたが、ロケットコーナーには、100組を超
える親子が参加された。その中で成果として
挙げられることは、

① 全てのロケット、特に水ロケットが、全機打
ち上げられたことであろう。科学が好きにな
る第一条件は、実験が成功することである。
その意味で全機が無事打ち上げられ、子ども
たちが愛機を大切そうに名前を書いて持ち帰
る姿が印象的であった。このことから、特に、
幼児・児童の時期には、一人ひとりが自分の
ものを作ることが大切であり、そのことが、
科学への興味・関心を持つことにつながり、
科学的リテラシーの育成につながることが実
感できた。

② いろいろなロケット遊びを楽しめたことで
ある。幼児から小学生まで、それぞれの参加
者が自分にあったロケットづくりを選択でき
たことである。特に科学実験の場合、発達段
階を考慮したものでないと実験後の満足感に
つながらず、かえって危険が伴う場合がある。
今回は、細工の簡単なかさ袋ロケットから、
ペットボトルを切り取る水ロケットまで用意
してあったことが興味・関心の持続につなが
ったものと考えられる。

③ 学生自身が準備し、実験を指導し、最後まで
やり遂げたられたことである。実施日の数週
間前から自作し、発射してみて、さまざまな
起こりうる不具合を経験していたため、当日
は、グラウンドの砂を巻き込むことによって
起こる発射台の故障にも落ち着いて対応でき
ていた。このように学生自身が科学的リテラ
シーを身に付けていくことができ、本番でも
やり遂げられたことは、指導者として立つ自
身につながったことは彼らの事後の「またや
ってみたい」との感想からもうかがわれる。

④ 幼稚園の先生方からは、ロケット作りとい
う幼稚園ではあまり経験のない分野での実験
に、今後の活動の広まりの可能性を見つけら
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れたようであった。また、日ごろ、子育ては、
母親にまかせきりの父親が、ロケット作りに
は目を輝かせて子どもと取り組む姿が印象的
であったとのこと。これらのことは、家庭内
での科学遊びの工夫につながり、家庭におけ
る科学的リテラシー育成につながるものと考
えている。

課題をあげるとすれば
① 材料の調達の問題であろう。多くのペット
ボトルを用意してあったが、予想を超える来
場者であったため、材料が足らなくなったこ
とである。おとうさん方の中には、自販機か
ら購入して作っておられた方もいたようであ
る。次回からは、多めに用意しておくべきこ
とを思い知らされた。

② 次に実験スペースのとり方である。どこに落
ちるか分からないので、風などを計算して、
飛ばす向きや角度を予め予備実験で確認して
始めたが、それでも、当日は大勢の人が落下
地点に出入りして接触の危険を感じる場面も
あった。今後は、広めのスペースを用意し、
監視の人数を増やす必要を感じた。

③ また、指導者の不足する場面もあった。多く
の参加者が順番待ちをする状態がかなり長く
あった。それが興味あるものの場合、子ども
たちは、順番をついても参加したいとがんば
っていた。このような状況から、科学遊びを
指導できる指導者の育成が急務であると感じ
た

具体的活動 2「北陸学院小学校高学年夏期学校で
の科学実験教室」　2008.  7. 22  実施

この活動のねらいは、小学校高学年の子ど
もたちに、バブルロケットや水ロケットの制
作と発射の体験を通して、既習を生かして工
夫して飛ばし、空気の力の大きさを感じ、科
学遊びの面白さを実感してもらうことであっ
た。
二つ目には、指導者の養成に生かすことで
あった。より多くの学生に指導の機会を与え、
その難しさと楽しさを実感してもらい、指導
者として立つ自覚を持ってもらうことであっ

た。
成果と課題
当日は、5・6年生の混成チームでのもの
づくりであった。子どもたちだけで製作した
いろいろなロケットは、工夫の甲斐あってう
まく上げることができた。その中で成果とし
てあげられることは、

① バブルロケットの飛び方はフイルムケース
の中の水の量に関係していることを 4年生の
空気と水の学習から気づく子がいたこと。

② 指導に当ってくれた北陸学院大学幼児児童
教育学科 1年の男女学生も、参加後異口同音
に参加しての充実感を語っていたこと。
　 課題として
① 時間的な制約のため、実験時間がゆっくり持
てなかったこと。

② グループでの制作のため、個としての満足感
が乏しくなったこと。　
　 があげられる。

具体的活動 3「北陸学院大学大学エコおもしろ科
学実験教室を通して」4月～10月

この活動を始めた理由は、幼小中高大が併設さ
れた一貫校のメリットを生かし子どもたちの科学
への興味関心を深め、あわせて、科学的リテラシ
ー育成を目指せる場を設定したいと考えたからで
ある。
また、その子どもたちと学生たちがものづくり
を通して交流することにより、教えることの喜び、
指導者としての自覚に目覚めてくれることを願っ
てのことであった。その両者にとって都合の良い
昼食後の時間をそれに費やした。
従って、大学食堂に来る小学生たちがその　対
象である。
主な実施内容は以下の通りである。
① 発泡スチロールで作るアルソミトラ
② たれびんとペットボトルの浮沈子
③ ペットボトルのトルネード
④ ペットボトルの水ロケット
⑤ フイルムケースのミニロケット
⑥ ゴム風船ロケット
⑦ 白黒メガネの隠し字探し
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⑧ 5分でできる簡易押し花づくり
⑨ チュウブプレイン
⑩ チラシで作る恐竜
⑪ チラシで作るイヌワシ飛行機
⑫ ミニグライダー
⑬ 牛乳パックで作るブーメラン
⑭ ペットボトルで作る針穴虫観察器
⑮ からくり人形
⑯ アリの道探し
⑰ 楊枝とペットボトルのこまづくり
⑱ 牛乳パックで作る人生裏表
⑲ ストロー鬼ごっこ
⑳ 紙コプター
21  ストロー笛
22  不思議な変わり絵
23  アナモルフォーシス（歪み絵）
24  ペットボトルで作るヘロンの噴水
25  ペットボトルで作る鳴門の渦潮
26  にくい輪作り
27  ベンハムのこま
28  木登りどんぐりくん
29  カライドサイクル
30  ヤクルトカップでつくる教訓茶碗
31  強力シャボン玉つくり

　　　　　　　　　　　　　　　　　2）

成果と課題
　日々の試行的実験教室の中での成果として
次のことが挙げられる。
① 最初に来たのは一人の 4年生の児童であっ
た。（2008.  6. 23）

　 それが現在（2008. 10. 28）
　 日々 30名を超える児童がこの教室を訪れる
ようになっている。

　 年代も幼稚園、小学生、中学生、短大生、大
学生と幅が広がりつつあること。

② 継続して通ってきている子が増えたこと。
③ 興味関心の対象が広がり、自分でも工夫する
子がでてきたこと。

④ 学生と子どもたちとの接触の機会が増え、自
然な交流が可能になってきていること。

⑤ いろいろなものづくりを通して、科学的リテ
ラシーの深まり見られるようになってきたこ
と　　　

　　　
課題としては、次のようなことがあげられる。
① 時間的な制約のため、複雑なものづくりが
できないこと。

② 増加した子どもたちへの指導者の不足気味
であること。

③ 増加した来室者のために実験材料の準備が
困難になってきていること。

　　
具体的活動 4「大学から高校への科学出張授業を

通して」
活動場所とその内容及びねらい
富山県立伏木高等学校　2008.  4. 21実施
富山県立石動高等学校　2008.  5.  2実施　
石川県立飯田高等学校　2008.  6.  3実施
オープンキャンパス模擬授業　2008.  8.  2
オープンキャンパス模擬授業　2008.  8. 23
北陸学院高等学校　2008.  8. 30実施
石川県立津幡高等学校　2008.
石川県立輪島高等学校　2008. 10. 24実施
石川県立七尾東雲高校　2009.  2. 17実施

そのテキストの内容は次の通りである。

「自　然　の　不　思　議　に　学　ぶ」
―体験、感動、創造への道―

はじめに
私たちは、自然界からたくさんの恵みを受け、
そこから多くの知恵を学び、科学技術の発展に結
び付けてきました。しかし、その一方で、自然界
の秩序を乱し、地球温暖化や環境問題など負の遺
産を残してきたのも事実です。そして今、その解
決に向けて人類の叡智が問われています。
このような時、私たち人類は何をなすべきでし
ょうか。それは、科学の原点に立ち返り、もう一
度自然に触れ、その不思議さに出会い、発見の驚
きと喜びの感動を原動力にして、新たな創造に発
展させることではないでしょうか。
そこで、今回は、いくつかの科学遊びを体験し、
そこから生まれる感動を「なぜだろう」「どうし
てかな」という疑問につなげ、更に新たな「創造」
に発展できればと考えています。
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1．不思議なアルソミトラの飛ばせてみよう
聞きなれないアルソミトラ・マクロカルパとい
うのは、熱帯アジアのウリ科の樹木です。ヘルメ
ットのような大きな果実の中に、薄い翼のある種
子が 400個もはいっています。秋になると、風に
乗って遠くへ飛んでいきます。
実物の入手は困難ですから、今回は、発泡スチ
ロールで手作りしたもので飛ばしてみましょう。
飛ばし方は、親指と人差し指で翼を後ろからはさ
み、手を高く上げて、種を少し下向きにして、押
したり投げたりしないで、そっと手を離します。
よく飛ばない場合は、種の位置を前後させたり、
翼の両端を軽くそらすとよい。

2．紙でミニグライダーを作って飛ばそう
前述のアルソミトラを、紙のグライダーに変身
させたのが、次に示す実にグライダーです。型紙
を上質紙に印刷し、周りを切り取って、山折り谷
折りして、クリップをつけるだけで簡単にできま
す。飛ばし方は、グライダーを指でつまんで高く
上げ、上から話すだけです。いったん下に落ちそ
うになりますが、地面近くで持ち直し、すれすれ
に飛んで行きます。うまくいかないときは、クリ
ップの位置を前後させると良く飛ぶようになりま
す。あまり風の影響のないところで飛ばすのがコ
ツです。

3．チューブプレインを作って飛ばそう
飛行機は、翼の端に生まれる渦による空気抵抗
が大きな問題になってなっています。これを解決
するには、グライダーのように翼を出来るだけ長
くすることが考えられますが強度の問題が生じま
す。そこで、端に垂直な板をつける方法が行われ
ています。しかし、翼の両端をつないでしまえば
端はなくなります。円筒翼は平面翼に比べて 50
パーセントの空気抵抗を減らすことが出来ます。
また、強い方向安定性が得られるという長所もあ
ります。円筒翼は、高さが問題なので、背の低い
箱型の翼にして、強度的にも強固にすることが行
われています。作って確かめてみましょう。

4．昼間　星を見ることができますか？

晴れた夜空に満天の星を見手感動したことはな

いでしょうか。その無数の星は、昼間どこに隠れ
てしまったのでしょうか。それとも、夜と同様出
ていても、私たちには、見えないのでしょうか。
そんなことを昔の人たち考えたようです。とこで、
何とか昼間に星を見られる場所を探しました。そ
して見つけたところは、井戸の底でした。周りを
暗くしたとき突然その視界に星が飛び込んできた
のです。今まで、周りが明るくて見えなかった星
が見えてきたのです。
実はこの原理を使うと、手紙を開かなくても中
身が読めるのです。解読に挑戦してみましょう。
白と黒のフイルムケースを使って、見え方を比べ
てみてください。

5．「いないいないばあ」の秘密を探ろう
プラスチックのコップを水に沈めると、内側の
コップに描いた顔が消えます。これは、光が違う
物質との境目で屈折することを利用したもので
す。この場合、光は、空気が挟まっているときは
見えませんが、全部が水に満たされると見えます。
何回でもやれますから試してみてください。

6．アナモルフォーシス（ゆがみ絵）の正体は？

右の絵は、何の絵でしょうか？白い円の部分に
円筒形の鏡を置くと鏡の局面に絵の正体が写し出
されます。この不思議な絵をアナモルフォーシス
（ゆがんだ絵）といい、レオナルド・ダ・ビンチ
も描いたことのある絵です。
これは、円筒形の鏡から距離がある絵の部分ほ
土小さくつるからです。絵がゆがまないようにす
るには、映った時、ゆがむ分だけあらかじめ変形
させておけばいいのです。

7．モンシロチョウは紫外線を見る？

ミツバチやモンシロチョウは紫外線を見ること
ができます。下の写真は、オスとメスのモンシロ
チョウをブラックライトで照らしデジタルカメラ
で撮影したものですが、りん粉が紫外線を吸収す
るオスは黒く写っていますが、反射するメスは、
白く写っています。モンシロチョウは、こうして、
オスとメスを見分けています。実は、人間のそれ
を応用したて偽札発見などに役立てています。身
の回りで蛍光塗料を使ったものを探してみてくだ
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さい。意外なところに使われています。

おわりに
このようにして見て来ると、私たちの周りには、

まだまだ不思議なことがいっぱいあります。この
まだ知られていないことの中に、問題解決の鍵が
隠されているといえるのではないでしょうか。今
回は、「飛ぶ」ということと「光」についてその
不思議に触れてみました。自然を見直し、その自
然から学ぶ機会になれば幸いです。
最後の、イギリスの著名な医者ハーベイの言葉

「自然は一巻の書物であり、神がその著者である」
との言葉を紹介して終わります。

この事業を通しての成果としては次のことが挙
げられる。
① 高校生の多くが、科学への興味関心を失って
いないことを確認できたこと。

② 将来、教師として、科学の楽しさを伝えたい
と考える子が起きて来たこと。
また、課題としては次のことが挙げられる。
①一発勝負的な事業のため科学的な
　 興味関心をフォローできないこと。
　 継続的指導が困難なことである。
　 このため、科学的リテラシーの深まりが望み
にくいことである。

② 受験学生の単なる進学先のランク付けの機
会になってしまいがちなこと。

仮説 2　保護者に科学実験の楽しさを体験してい
ただけたら、日々の接触の中で、こどもたちの科
学的リテラシー育成につながるのではないか

この仮説の検証のために、以下の研修会を実施
した。
北陸学院小学校保護者会　2008.  6. 17
キリスト教幼稚園保護者会　2008.  9. 18

作成したテキストは次の通りである。

聖書に学ぶ五感を磨く自然体験と親子の対話　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
はじめに　―空の鳥・野の花を見なさい―マタ

イ 6：25～34
わたしたちは、子どもを与えていただいたとき、

大きな感謝と喜びを感じました。しかし時を経る
に従って、子どもたちを自分の所有物、または専
有物のように扱ってしまいがちです。しかし、そ
れぞれの子どもたちには、それぞれの、使命があ
り、そのための能力があります。私たちは、親と
して保護者として、その能力を見つけ、適切に指
導し、伸ばす責任があります。
子どもたちが、その本当の姿を見せてくれるの
は、遊びの中ですし、学んで成長するのも遊びの
中です。その意味で、どのような遊びの環境を提
供するかによって、子どもの成長に大きな違いが
生まれます。
そのようなことを考えて、本日は遊びの中で、
子どもの五感を磨き、その中での親子の対話を通
して、どのように子どもの能力を見つけ伸ばした
らよいかということを考えていきたいと思いま
す。

1．台所は親子の対話の生まれる場
―身近な素材「キンジソウ」を使ったおもしろ
実験あそびから―

（1）キンジソウの色変わり遊び　―何が混ざる
かで変わる心の色―

台所は、お母さんの仕事場ですが、同時に、幼
い子どもたちとの対話の場所でもあります。使い
捨てのキンジソウの汁を使って子どもたちとのお
もしろ実験にチャレンジしてみてください。アイ
スキャンデー製造器を使って色水遊びをするのも
面白いのではないでしょうか。倒れにくいので観
察には最適です。また、その中に、重曹を入れて
みましょう。鮮やかな色の変化に驚くことでしょ
う。さらに、食酢を入れてみると、まったく違っ
た色に変化します。
このとき大切なことは、色が変わる瞬間をみせ
ることです。説明するのではなく事実を自分の目
で捉えることが、自ら学びを進める第一歩です。
そして、つぎに、子ども自身にやらせてみること
です。子どもは、興味を持ったことは、自分でや
ってみたくなるものなのですから・・・。
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この興味関心は、原因追求に向けるよりは、他
の紫色の汁も同じに変化するかという方向に広げ
ることが大切です。ぶどうの液やナスの汁などで
す。外に出て朝顔の花びらの汁ではどうでしょう
か。このように体験を広める方向での対話が大切
です。そして、特にここでは、視覚を働かせ、色
の変化に気づくことが肝要です。

（2）“キンジソウ噴水遊び　―見えなくてもある
ものの力―
　
キンジソウの汁は、澄んだ紫色をしています。

すぐに捨てるのはもったいない気がします。そこ
で、これを噴水にするととてもきれいな噴水装置
ができます。ペットボトルで永久噴水作りにチャ
レンジしてみましょう。ふたの接続部分を補強す
ると長く持ちます。接続部には、一工夫入ります
が、うまくできると子どもたちが繰り返し遊ぶこ
とができます。この繰り返し遊ぶことが。経験に
裏打ちされた確かな知恵を身につけることにつな
がるのです。そして、実は、この噴水を押し上げ
る力は、下のペットボトルの中にある空気から出
ているのです。しかし、水が重力に反して上に昇
り噴水になるとは空気の力も相当なものですね。
その意味では、視覚は、ただ見るだけでなく、見
たことを元に考え推理する糸口にもなるのです。

（3）キンジソウ汁で電気を起こそう　―違いで
おきる電気―

キンジソウの汁に、銅と亜鉛の極板を入れてみ
ましょう。電気が起こるでしょうか。メロデー
ICを使って試してみましょう。少し良くなるよ
う白い粉（実は食塩）を入れてみましょう。これ
もいろいろなものにつなげて電気が起こることを
確かめてみることです。果物や野菜などいろいろ
やってみると面白いと思います。その時注意する
ことは、配線ですが、メロデー ICのプラス、マ
イナスを確かめておくことです。ここで、大切な
ことは、電気を起こすもとの力は電極である金属
の違いにあることに築くことが大切です。もちろ
んそれをつなぐ液の種類によっても流れる電流の
量はちがいますが・・・。　　　5）

（4）備長炭とアルミ箔、キッチンタオルを使って
電池を作ろう　―多様性なものの見方―

台所にある物で電気を起こすことにチャレンジ
しましょう。上にあげたもので、強い電池を作っ
てみましょう。キッチンタオルを塩水で湿らせて
おくことがポイントです。また、導線は、アルミ
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ホイルの一部と備長炭の一部につないでおきま
す。このような身の回りのものからも電気が起こ
せるということを体験しておくことが、後々の身
の回りのもので工夫して実験する姿勢を育てるこ
とにつながります。このような多様なものの見方
が応用力につながります。

（5）ストロー笛で遊ぼう　―音をつくるために
手と耳を働かせること―
　
ストローは、簡単に手に入る台所の材料です。
これを適当に 1箇所切り目を入れ、その切り口の
両サイドをホッチキスでとめて、楊枝が通るほど
の穴を開けます。角度を調節して音を出してみま
しょう。これは、つくる場面と遊ぶ場面での工夫
ができます。また、触覚、聴覚を連動して遊べる
のも良い興味付けになります。またこれは、いろ
いろな楽器作りにも応用できます。

（6）ストロー鬼ごっこで遊ぼう　―素材を替え、
視点を変えてみること―

これは、ストローにできる静電気を利用した簡
単な実験装置です。フイルムケースに楊枝の支柱
を立て、蛇腹ストローの蛇腹部分を真ん中にして、
左右同じ長さに切ってのせます。切り取ったスト
ローを布やテッシュペーパーでこすって近づける
と逃げたり追いかけたりしてきます。いろいろな
ものでこすってためしてみると何かが見えてきま
す。視覚、触覚を働かせて楽しんでみてください。

（7）牛乳パックブーメランを飛ばそう　―身近
な素材の準備が大事―

牛乳パックは、丈夫な素材なので、いろいろな
ことに応用できます。このブーメランづくりでは、
型紙を利用します。2枚の羽を組み合わせますが、
このとき、真ん中での組み合わせがポイントです。
また回転を確かめてからやることが大切です。羽
を縦にして飛ばすことも大切なポイントになりま
す。

（8）牛乳パック {「人生裏表」を作ってチャレン
ジしよう　―つくる順番が大切―

立方体を牛乳パックの側面を切り取って作りま
す。上底と下底を取ります。その形を切ったり、
破いたりしないで裏表逆にすることができるでし
ょうか。なかなか難しいのですが、折り目正しく
やるとそれが簡単に可能になります。チャレンジ
してみてください。
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（9）カライドサイクルつくりにチャレンジしよう
　―折り目正しさが美しい人生をつくる―
いろいろな形を作り、規則正しくすると、面白
い形が生まれてきます。これに、絵を加えると、
立体変化します。挑戦してみてください。これも
きちんと切ることときちんと折ることがポイント
です。

2．お風呂場は、親子の対話の生まれる場
―水遊びを通して生まれる対話―

（1）「いないいないバー」で遊ぼう　―心に罪が
入ると神が見えなくなります―

これは、光が空気と水の境目で屈折することを
利用した遊びです。2個の透明なコップを用意し、
一方のコップに油性ペンでお母さんの似顔絵を書
き、上にかぶせるコップのそこに指でふさげる程
度の穴を開けます。指で穴を押さえてゆっくり沈
めると、あら不思議、お母さんの顔が消えてしま
います。いないいないばーと行って指を離すと、
すっと顔が現れます。これは、上から見るように
するのがポイントです。

6）

（2）シャボン玉で遊ぼう　―何が高い％を占め
るかで心が決まります―　
　
シャボン玉遊びは、子どもの遊びの定番ですが、
自宅で作るとあまりうまく作れないものです。液
の作り方が問題ですし、小さいお子さんの場合は、
吸い込んでしまう心配もあります。そこで、失敗
のない駅の作り方と、吸い込まない方法を工夫し
ましょう。液は、界面活性剤 40パーセント以上
の洗剤 1に対して、洗濯用のり（ゴーセノール）
を 4、水を 5の割合で混ぜ手作ってみてください。
きっと割れにくいシャボン玉ができます。また、
吸い込まないためには、モールで形を作って吹か
せて飛ばしたり、振って飛ばしたりすると良いで
しょう。お風呂の中でするときは、滑らないよう
に気をつけてやってください。

2）

おわりに　―天の国はこのような者たちのもの
である―マタイ 19：14
イエス様は、子どもたちがご自分に近づくのを
制止しようとした弟子たちに、そうしないように
命じました。それは、イエス様が子どもたち素直
な行動、純粋な信仰を何よりのものとされたから
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です。自然の事象から生まれる驚きや分かる喜び
は、親も子も素直な童心に返してくれます。その
意味で、「幼子のごとくならずば神の国に入るこ
とあたわず」とのお言葉をもう一度心に留めさせ
ていただきながら子どもに接していけたらと思い
ます。

この活動には、約 80名ほどの保護者の方々が
参加された。
この活動の成果としては、次のようなことが挙
げられる。
① 多くの保護者の方々がさまざまな実験や
ものづくりに参加し、その楽しさに触れら
れたこと。

② 身近な素材を使っていろいろな科学遊び
ができることを知ったこと

③ 共同で実験する楽しさを味わえたこと
などである。
　また、課題として挙げられることは、

① 発展的な実験の時間をとることができ
なかった

② ものづくりに時間をとることがあまり
できなかったこと

である。

仮説 3　指導者が科学実験の楽しさを実感してい
たら授業の中で取り入れ子どもたちに実験の楽し
さを伝えられるのではないか

この仮説の検証のために 2つの入り口から探っ
てみることにした。

一つは、本年度、本学の所在地である金沢市が
学力向上・指導力向上のための 3つの拠点校を設
置し、そのうち 2校から学力向上・評価委員の依
頼を受けた。その指導の機会を通して、科学的リ
テラシーの向上を目指した指導を心がけてきた。

二つ目は、本学で実施しているものづくり教室
の運営を通して、将来教員を目指す学生の中から、
理科に主力を置く科学的リテラシーの向上をめざ
す指導者を育てられるよう努めてきた。

具体的な活動
金沢市立明成小学校
　2008.  9. 25
3 年 I 教諭　日なたと日かげをくらべよう　
4年 A教諭　もののかさと力
4年M教諭　もののかさと力
　2008. 10. 30
5年 K教諭　生命の誕生
5 年 J 教諭　流れる水の働き
6年 F教諭　大地のつくりと変化
6年 B教諭　大地のつくりと変化
　　　　　　　　　　　　　　　3）4）

金沢市立西南部小学校
　2008. 10. 20
6 年Т教諭　大地のつくりと働き
　2008. 11. 11
4 年Ｂ教諭　もののあたたまり方
5 年Ｙ教諭　てこの働き

理科の学力向上を目指すには、児童の興味関心
を喚起することが一番である。その視点から、既
習や生活経験を生かし、問題解決の能力を伸ばす
指導を心がけてきた。
比較し。関係付け、原因と結果を結びつけ、推
論して自分たちで問題解決する喜びを見つけさせ
る配慮をしてきた。
その成果としては、
① 理科を得意としていない先生方の中に、興味
を持って教材作りに励む先生が出てきたこ
と。

② 子どもたちの中に、自ら問題を見つけ、解決
しようとする姿が生まれてきたこと

である。
また、課題としては、
①児童の意識にそう困難さである。高学年になる
ほど、複雑な考え方をするときがある。こんな場
合のうまく交通整理をしながら結論に持っていく
ことは至難なことである。

仮説 4　他の諸団体との連携の中で、科学的リテ
ラシーを育成し、向上させることができるのでは
ないか。
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このことの検証には、筆者の前任の金沢子ども
科学財団の協力をいただいた。
具体的には、本学学生を財団運営の金沢広さか
子ども科学スタジオに派遣することである。
またいま一つは北陸学院サテライト館を活用す
ることである。
具体的活動
毎週土曜日に実施されている広坂科学スタジオ
は県下の小中高の理科に堪能な先生方が、子ども
たちの指導に関わっていただいている事業である
サテライト館では 11月 26日に「親子おもしろ
サイエンスで遊ぼう」という事業を実施した。

成果と課題
① この成果は、参加した学生がいろいろなおも
しろ実験を経験できたことである。日替わり
でこられる先生方の得意な実験を吸収できた
こと

② 科学スタジオからもスタッフとして認めてい
ただいたこと

である。　課題としては、
① 継続参加の学生が少なかったことがあげられ
る。良い機会であったが、継続して参加する
ことが望ましい。

仮説 5　子ども　保護者　教師　地域が有機的に
つながり、子どもたちや学生に働き掛けていけば、
科学的リテラシーの育成向上につながるシステム
が構築できるのではないか
　
本稿で述べてきた仮説 1から 4・5について具

体的な成果として以下のことが挙げられる。
① 本学で週日昼食時に開催しているエコおもし
ろ科学実験教室に参加する児童の数が一日 1
名から 1日当たり 40名を超えてきているこ
と

② 参加児童の学年の幅が着実に広がっているこ
と（小 1から中学生まで）

③ 本学の将来教師を目指す学生の参加者が着実
に増えていること（幼保小）

④ 幼、保、小の現場からの派遣の要請を受け入
れられるようになってきたこと

⑤ 保護者の中から化学実験教室への参加を勧

め、応援してくれる方々がでてきたこと。
課題として挙げられることは
① 科学的リテラシーの育成・深まりには、継続
的な指導が不可欠であるが、時間的制約から
それが困難なこと。

② また科学的リテラシーの育成には子どもを取
り巻く環境づくりが必要であるが不十分であ
ったこと

である。

まとめ
本稿では、日本の子どもたちの科学的リテラシ
ーの向上を目指すための視点を示し、またその視
点での試行的な取り組みについて述べてきた。そ
の結果子どもを取り巻く環境づくりをすれば、確
実に子どもたちの興味関心は高まるし、科学的リ
テラシーの向上が期待できることが明確になって
きた。
今後は、それぞれが確実にその役割を果たす努
力が必要となる。そのためには、それぞれの役割
を明確にし、有機的につながりながら取り組んで
いくことが大切である。その理論的中核を担うの
が大学であり、そのための人材育成が大学に課せ
られたつとめである。
本研究は緒についたばかりである。今後更に課
題の解決に向け努めたい。
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